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総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
や
め
ざ
し
て
い
く
将
来
の
姿

を
定
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
方
法
や
手
段
を
総
合
的
・
体
系

的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
町

の
あ
ら
ゆ
る
施
策
や
計
画
の
基
礎

に
な
る
も
の
で
す
。 

　
近
年
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少

子
・
高
齢
、
循
環
型
社
会
へ
の
対

応
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
参
加

意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
町

を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
「
参
画
と
協
働
に
よ
る
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
５
次
総
合
計
画
は
、
こ
れ
ら

の
諸
課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能

な
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
指
針
と
な
り
ま
す
。 

　
計
画
策
定
に
は
住
民
公
募
の
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
で
の
検
討
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
る

な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

識
経
験
者
、
団
体
の
代
表
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
審
議
会
で
慎
重
な

審
議
を
重
ね
た
上
で
答
申
を
い
た

だ
き
、
平
成
２６
年
１２
月
議
会
で
の

議
決
を
得
て
決
定
し
ま
し
た
。 

◆
計
画
の
構
成
・
期
間 

　
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
、
将
来
像
、
基
本
方
向

な
ど
を
示
す
基
本
構
想
と
、
基
本

構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
な

ど
を
示
す
基
本
計
画
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
基
本
構
想
の
計
画
期
間
は
平
成

２６
年
度
か
ら
３５
年
度
ま
で
の
１０
年

間
、
基
本
計
画
は
平
成
３０
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
す
。 

◆
基
本
理
念 

　
参
画
と
協
働
に
よ
り
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

 

◆
め
ざ
す
べ
き
将
来
像 

 

　

活
力
に
あ
ふ
れ
　
風
格
の
あ
る 

　

　
住
み
よ
い
ま
ち 

　

〜
住
ん
で
、
学
ん
で
、
働
い
て 

　

　
未
来
に
つ
な
が
る
福
崎
〜 

 

　
第
４
次
総
合
計
画
の
目
標
「
活

力
に
あ
ふ
れ
　
風
格
の
あ
る
　
住

み
よ
い
ま
ち
」
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
町

の
資
源
を
活
用
し
て
”福
崎
ら
し

さ
“を
発
信
し
、
「
住
む
、
学
ぶ
、

働
く
」
の
調
和
の
と
れ
た
町
を
め

ざ
し
ま
す
。 

 

◆
目
標
と
す
る
人
口 

　
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り
人
口
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
人
口
（
１
９
５
０
０
人
）
を
維

持
し
ま
す
。 

　
住
み
や
す
い
環
境
整
備
や
子
育

て
支
援
に
よ
り
「
住
み
た
い
ま 

ち
」
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

町
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
積
極
的

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
崎 

”つ
な
が
り
人
“（
町
を
訪
れ
る
人
、

町
で
活
動
す
る
人
な
ど
）
を
増
加

さ
せ
、
町
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。 

 

〈
優
先
的
に
進
め
る
べ
き
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉 

・
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
周
辺
整
備
に
よ
り

町
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
”ま

ち
の
顔
“
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

・
商
工
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め

ざ
し
、
雇
用
を
創
出
す
る
産
業

（
農
業
・
工
業
・
商
業
）
を
振

興
し
ま
す
。 

・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
教

育
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
」
、「
子

育
て
支
援
」
、「
健
康
づ
く
り
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
住
宅
施
策
」

を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

・
防
災
体
制
の
整
備
な
ど
、
安
全 

　
・
安
心
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

・
地
域
の
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
魅
力
あ
る
観
光
を
推
進
し

ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

企
画
財
政
課
（
内
線
２
３
１
） 

後
日
、
本
計
画
の
概
要
版
を 

各
戸
配
布
し
ま
す
。
　
　
　 

参
画
と
協
働
の 

ま
ち
づ
く
り
　 

平成２６年度 平成３５年度 

基 本 構 想 
（まちづくりの基本理念・将来像・基本方向） 

基本計画【前期】 基本計画【後期】 

〈まちづくりの基本方向（政策）の６本の柱〉 

将
来
像 

活力にあふれ　風格のある　住みよいまち 
～住んで、学んで、働いて　未来につながる福崎～ 

①
地
域
づ
く
り
・
行
政（
参
画
と
協
働
） 

②
教
育
・
文
化（
ひ
と
づ
く
り
） 

③
生
活
・
環
境（
安
全
） 

④
健
康
・
医
療
・
福
祉（
安
心
） 

⑤
産
業
振
興（
活
力
） 

⑥
ま
ち
の
基
盤（
利
便
・
快
適
） 



３ 

　福崎町老人大学は、生涯学習の一環として、高齢

者のみなさんに組織的な学習の場を提供し、共に学び、

語り合うことで充実した生きがいのある生活を送る

ための基盤を確立するとともに、地域活動の実践者

の養成を目的としています。平成２７年度の受講希望

者を次のとおり募集します。 

受講対象　・・神崎学園…満６０歳以上 

　　　　　・・福寿学園…満６２歳以上 

　　　　　（平成２７年３月神崎学園修了者） 

開講場所　文化センター 

講座内容　専門講座（書道漢字・書道かな・手芸・舞踊・

　　　　　ＩＴ・陶芸・史学・園芸）・一般教養講座 

受 講 料　・・福崎町内の方…無料 

　　　　　・・町外の方………２，０００円（年間） 

※別に学生自治会費１,５００円（年間）が必要です。 

受付期間　２月１９日（木）～３月５日（木） 

応募方法　文化センタ－、教育委員会で配布する入

学願書に記入のうえ、文化センターへ提出してく

ださい。（郵送可） 

問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

平成２７年度　福崎町老人大学 
（神崎学園・福寿学園）入学案内 
平成２７年度　福崎町老人大学 
（神崎学園・福寿学園）入学案内 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　
福
崎
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

外
国
の
方
々
が
さ
び
し
く
不
安

な
思
い
を
さ
れ
ず
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
交
流
を

は
か
ろ
う
と
活
動
し
て
い
る
の

が
、
国
際
食
文
化
交
流
の
会
で

す
。 

　
国
や
年
代
を
越
え
て
、
お
国

自
慢
の
料
理
を
と
お
し
て
楽
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

    

　
今
月（
２
／
２０
〜
３
／
１９
）の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ 

　
３
月
７
日（
土
）
９
時
〜 

　
役
場
周
辺
街
路
樹
下
手
入
れ 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
３
月
４
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
元
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

　
３
月
１８
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”国
際
食
文
化
交
流
の
会

国
際
食
文
化
交
流
の
会
“ 

会
員
募
集
！
　

会
員
募
集
！
　
　

　
　
　

　
　
　 

”国
際
食
文
化
交
流
の
会
“ 

会
員
募
集
！
　
　

　
　
　 

「ふくさき日本語サロン」 
参加者募集！ 

「ふくさき日本語サロン」 
参加者募集！ 

　福崎町に住んでいる外国人のみなさん、みんなで

いっしょに日本語や生活習慣の勉強をしませんか？ 

　身近におられる外国出身の方にも、ぜひ日本語サ

ロンを案内してください。 

日　時　毎月第２・４日曜日 

　　　　１０：００～１１：３０ 

場　所　文化センター 

受講料　無料 

問い合わせ先 

　ふくさき日本語ボランティアの会 

　　文化センター内 

　　　　２２－３７５５　Fax２２－２５６１ 

　１２月２３日、東大
貫の生信美津子さん
が満百歳を迎えられ
ました。 
　通所中のデイサー
ビスでは、ストラッ
クアウトのゲームで、
多くの参加者がいる
なか２回も優勝され
たことがあります。 
　今後もますますお健やかに、さらなるご長寿
をお祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に
お名前を刻みました。　　　　　（健康福祉課） 

 いっしょに日本語を 
   勉強しませんか？ 
我們一起学習日語　！ 



委
員
長
　
井
上
み
ら
い 

副
委
員
長
　
古
田
　
裕
介 

　
　
　
　
　
赤
松
　
京
香 

委
　
　
員
　
椎
田
　
淳
平 

　
　
　
　
　
楠
田
か
え
で 

　
　
　
　
　
牛
尾
　
亮
太 

　
　
　
　
　
松
岡
　
絵
里 

　
　
　
　
　
木
村
　
祐
花 

　
　
　
　
　
増
田
　
淳
志 

　
　
　
　
　
内
藤
沙
也
加 

成
人
式
実
行
委
員
会 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

　
１
月
１２
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
福
崎
町
成
人
式
で

は
、
１
７
８
名
の
新
成
人
と
来
賓
の
方
々
に
よ
り
厳
粛
な
式
典
と
和

や
か
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
年
は
１０
名
の
実
行
委
員
が
、
記
念
品
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

い
た
る
ま
で
、
企
画
立
案
等
を
行
い
ま
し
た
。 

　
福
崎
太
鼓
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、
町
長
式

辞
、
記
念
品
贈
呈（
新
成
人
代
表
　
椎
田

淳
平
さ
ん
）、
来
賓
祝
辞
と
進
み
、
井
上

み
ら
い
さ
ん
が
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
教
育
課
） 

実行委員会のみなさん 

なつかしい友と笑顔の再会 なつかしい友と笑顔の再会 
イベントホールで行われたパーティのようす イベントホールで行われたパーティのようす 

４ 

選挙管理委員会から 
記念品贈呈 

選挙管理委員会から 
記念品贈呈 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（２月２１日～３月４日） 

3月5日（第1木曜）資料整理のため休館 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　本年度も「いずみ会」の方に来ていただき、１０
月に２年生の３つのクラスが調理実習を行いまし
た。 
 
 
 
 
 
 
「実習を終えた後の感想」より 
　今までサンマは加工してあるものしか食べたこ
とがなかったので、切るだけでもけっこう難しく
て時間がかかることがわかった。もち麦は、ご飯
や麺としてしか食べたことがなかったが、まんじ
ゅうとしての食べ
方もおいしかった。
「いずみ会」のみ
なさん、ありがと
うございました。 

福崎西中「食育講座」をとおして 

○メニュー○ 
・サンマの梅煮 
・もちむぎまんじゅう 

★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【２月の休館日】５日・１２日・１３日・１９日・２６日 
　【３月の休館日】５日・１２日・１９日・２２日・２６日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

２月15日（日） 

■出場者／紅組（女性）１５組 

　　　　　白組（男性）１５組 

■開演／１３：００（開場１２：３０） 

■入場料／無料【全席自由】 

☆町内に在住・在勤・在学の方が、紅

白に分かれてカラオケの総合得点を

競う団体戦の祭典。華やかなステー

ジで熱い歌声とパフォーマンスが披

露されます。みなさんの身近な歌手に熱い声援を！ 

2月の催し 

第2回ふくさきカラオケ紅白歌合戦 

図書館応援隊のグループを紹介します 

幼児園や小学校、図書館

行事で絵本の読み聞かせ

をしてくださっています。 
 

勉強会：毎月第１水曜日 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書11冊　　児童書3冊 
「緋の天空」　　　　　　葉室　　麟 

「神坐す山の物語」　　　浅田　次郎 

・福崎町の特産である「もち麦」食品を用いた調理実
習を行い、郷土料理への関心を高める。 
・青みの魚１尾を使用し、頭･内臓を除く処理の仕方
を体験するとともに、食材として注目されている青
みの魚を身近に感じる好機とする。 

（実習の目的） 

５ 

おはなし会 

2月21日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
3月4日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

2月28日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
ぶんぶく茶釜　ほか」 

嘱託職員・臨時職員　追加募集 
次のとおり嘱託職員、臨時職員を募集します。 
●職種 
　◇嘱託職 
　　・介護保険認定調査員……………………１人 
　　・老人ホーム支援員………………………１人 
　　・老人ホーム看護師………………………１人 
　　・体育館施設管理清掃員…………………１人 
　◇臨時職 
　　・一般事務補助員…………………………２人 
　　・保育士・幼稚園教諭………………６人程度 
　　・地域包括支援センター員………………１人 
●受付期間 
　2月13日（金）～20日（金） 
●試験日 
　3月2日（月） 
▼受験申込書の請求・問い合わせは、総務課 
　人事係（内線２２２）へ。 



福崎町 

八
千
種
小
学
校
６
年
　 

白
井
京
珠 

平
和
に
な
る
た
め
に 

　
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
世

界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
戦
争
や
テ

ロ
が
起
き
て
い
る
記
事
や
ニ
ュ
ー

ス
を
見
か
け
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
今
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

ガ
ザ
地
区
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

と
て
も
は
げ
し
い
戦
争
が
起
き
て
、

学
校
や
住
宅
な
ど
が
こ
う
げ
き
さ

れ
て
、
全
然
関
係
な
い
人
た
ち
が

毎
日
た
く
さ
ん
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
悲
さ
ん
で
悲
し
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
何

も
知
ら
な
い
飛
行
機
が
げ
き
つ
い

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、

一
し
ゅ
ん
で
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

　
私
は
、
テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
い
て
、
死
ん
だ
人
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
と
っ
て
も
こ
わ
か
っ

た
だ
ろ
う
な
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。 

　
私
は
、
日
本
に
生
ま
れ
て
本
当

に
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は

争
い
が
な
く
て
と
て
も
平
和

だ
か
ら
で
す
。
で
も
、
そ
れ

は
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
困

難
を
乗
り
こ
え
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
昔
、
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な

国
と
、
た
く
さ
ん
の
戦
争
を

し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
戦

争
に
負
け
、
そ
の
反
省
を
生

か
し
、
「
も
う
日
本
は
憲
法

で
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
」

と
決
ま
っ
た
か
ら
平
和
で
す
。

そ
ん
な
平
和
に
見
え
る
日
本

で
も
、
今
、
い
じ
め
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
人
の
中

に
は
、
戦
争
や
テ
ロ
で
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
死
ん
で

し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
私

は
、
も
う
一
度
こ
の
日
本
、
世
界

が
平
和
に
な
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
み
ん
な
の
こ
と
を
思
え
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

戦
争
や
テ
ロ
で
い
じ
め
を
す
る
人

た
ち
も
も
う
で
き
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
日
本
が
終
戦
後
に
選
挙

を
し
た
時
、
女
性
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
、
日
本
は
と
っ
て

も
優
し
い
国
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
前
の
日
本
は
、
女
性
の
こ
と
を

考
え
ず
に
、
男
性
だ
け
権
利
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
終
戦

し
て
男
性
が
女
性
の
こ
と
を
考
え

た
か
ら
、
男
女
平
等
の
優
し
い
国

に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
は
、
一
人
一
人
が
み
ん
な
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
世
界
中
み
ん

な
優
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
幸

せ
に
な
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
ん
な
の

少
し
ず
つ
の
が
ま
ん
や
努
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
や

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
に
は
、
戦
争
や
テ
ロ
を
止
め

る
力
は
な
い
け
れ
ど
、
自
分
の
周

り
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
、
よ
ご
れ

て
い
る
所
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

困
っ
て
い
る
友
だ
ち
に
声
を
か
け

た
り
、
さ
さ
い
な
努
力
は
で
き
ま

す
。
め
ん
ど
く
さ
い
と
思
っ
た
り
、

い
や
だ
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
そ
ん
な
さ
さ
い
な
こ

と
が
だ
れ
か
の
役
に
立
っ
た
り
、

平
和
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
う
い
う
だ
れ
か
の

努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

高岡小学校２年　宮谷はる奈 

田原小学校３年　前田夢月 

福崎小学校５年　山岸妃奈里 

あ
っ
た
か
い
　
み
ん
な
の
手 

　
み
ん
な
が
い
る
か
ら
　
が
ん
ば
れ
る 

福
崎
小
学
校
３
年
　
　 

柳
瀬
響
輝 

友
だ
ち
が
　
き
ず
つ
く
言
葉 

　
言
わ
な
い
で 

八
千
種
小
学
校
４
年
　 

藤
本
な
な
み 

そ
の
こ
と
ば
　
相
手
の
気
持
ち 

　
考
え
た
？ 福

崎
東
中
学
校
１
年
　 

古
河
美
咲 

や
さ
し
さ
で
　
笑
顔
の
花
を 

　
咲
か
せ
よ
う
！ 

福
崎
西
中
学
校
１
年
　 

水
畑
　
杏 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 
　※祝日の場合は翌日に変更 
　（担当＝健康福祉課・内線364） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 
 
なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

６ 



い
の
ち
・
お
金
・
人
権 

　
誕
生
日
が
く
れ
ば
８０
歳
に
な
り

ま
す
。
こ
の
長
い
生
涯
の
中
で
い

ち
ば
ん
衝
撃
的
な
思
い
出
は
や
は

り
戦
争
に
負
け
た
こ
と
で
す
。 

　
学
校
で
は
日
本
が
戦
争
に
負
け

る
こ
と
な
ど
絶
対
に
な
い
と
教
え

ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
信
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
負
け
ま
し

た
。 

　
死
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
も
の

で
あ
る
か
よ
く
解
ら
な
い
小
学
生

に
も
、
戦
争
に
行
っ
て
手
柄
を
立

て
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
戦
争
に

い
の
ち
を
捧
げ
た
兵
士
の
話
を
こ

れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
徴
兵
検
査
も

な
く
な
り
、
戦
争
に
行
く
こ
と
も

な
く
、
き
ょ
う
ま
で
生
き
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。 

　
今
年
の
成
人
式
で
、
私
の
体
験

を
話
し
ま
し
た
。 

　
も
し
神
様
の
よ
う
な
大
き
な
力

持
ち
が
現
れ
て
、
成
人
式
の
贈
り

物
と
し
て
３
つ
を
与
え
よ
う
と
言

え
ば
何
を
も
ら
う
か
を
考
え
た
こ

と
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
私
は
、

い
の
ち
・
お
金
・
人
権
の
３
つ
を

選
ん
だ
こ
と
。
こ
の
３
つ
は
戦
争

に
な
れ
ば
軽
視
さ
れ
、
戦
争
遂
行

の
た
め
に
大
き
く
制
約
さ
れ
ま
す
。 

　
成
人
式
の
数
年
後
、
私
は
科
学

的
社
会
主
義
を
行
動
の
指
針
と
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

も
、
誰
が
戦
争
に
賛
成
し
、
反
対

し
た
か
を
物
差
し
に
し
ま
し
た
。 

　
物
事
を
考
え
る
節
目
ふ
し
め
で
、

私
は
常
に
戦
争
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
問
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ま
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
っ
て

日
本
人
の
人
質
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
卑
劣
な
行
為
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
同
時
に
、
日
本
の
集

団
的
自
衛
権
行
使
の
表
明
に
よ
っ

て
、
新
た
な
国
際
環
境
の
変
化
が

生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

　
い
の
ち
・
お
金
・
人
権
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

常
に
問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
贈
り
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

７ 

　三木家住宅主屋（表座敷）では、保存修理工事が

すすんでいます。このたび、修理工事現場を公開し、

修理を支える職人の技を見ていただくため、見学

会を開きます。 

　今回は、内装工事のようす、下屋修理のようす

などを見ていただき、工事担当者が説明します。 

　ふだんは見ることのできない文化財修理現場を、

ぜひご覧ください。見学無料、申込は不要です。 

臨時公開　３月１４日（土）９：３０～１４：００ 

現場説明　１回目：１０：００～　２回目：１３：００～ 

　　※現場説明は、都合のよい回にお越しください。 

場所　三木家住宅（西田原１１０６） 

（社会教育課） 

県指定文化財　三木家住宅 
第５回修理工事現場見学会 
県指定文化財　三木家住宅 
第５回修理工事現場見学会 
県指定文化財　三木家住宅 
第５回修理工事現場見学会 

お知らせシステムとは･･･ 

防災行政無線の放送内容を、放送

と同時に希望者にメール配信する

サービスです。 

発信する内容 

○定時配信〈１８時１０分の定時放送〉 

　　行事・イベントの案内など 

○臨時配信〈臨時放送（火災放送は除く）〉 

避難準備情報（避難勧告）などの緊急情報、臨

時のお知らせなど 

※緊急時に放送する火災など、配信できない場

合もあります。  

　メール配信を希望される方は、スマートフォン、

携帯電話、パソコンなどの端末から次の登録ペー

ジに接続し、新規登録を行ってください。（メール

受信にかかる通信料は、受信者の負担となります。） 

登録ページ http://www.town-fukusaki.jp/cel 

※右のQRコードを読み取って登録することもでき

ます。読み取りのできる端末を 

　お持ちの方はご利用ください。 
 

問い合わせ先　総務課（内線２２１） 

をご活用ください をご活用ください 

内装工事がすすむ主屋内部 内装工事がすすむ主屋内部 

今しか見られない
！ 

今しか見られない
！ 

参加者 
募 集 



８ 

　福崎町では、中播都市計画下水道（福崎町決定）
の計画変更を予定しています。 
　このたび直谷第１雨水幹線の廃止に伴う変更
素案を作成しましたので、都市計画法にもとづ
く縦覧を行います。 
 
縦覧期間　２月２０日（金）～３月６日（金） 
　　　　　８：３０～１７：１５（土・日除く） 
縦覧場所　まちづくり課（役場１階） 
意見書の提出 
　計画変更素案に対し意見書を提出することが
できます。変更案に意見のある場合は、上記縦
覧期間中に、素案についての意見をできるだけ
具体的に記載した書面を福崎町長宛てに提出し
てください。（郵送可） 
問い合わせ・意見書提出先 
　役場まちづくり課　都市計画係 
　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　　　　　　　　２２－０５６０（内線３３６） 

中播都市計画下水道 
計画変更素案縦覧のお知らせ 
中播都市計画下水道 

計画変更素案縦覧のお知らせ 
　子ども・子育て支援に関する総合的な計画と

して「福崎町子ども・子育て支援事業計画」の

策定を進めています。その計画（素案）について、

広くみなさんの意見を募集しています。 

 

閲覧場所　町ホームページ・福崎町教育委員会・ 

　　　　　福崎町役場情報公開コーナー・図書館 

　　　　　・文化センター・八千種研修センター 

募集期間　２月１６日（月）まで 

提出方法　住所、氏名、意見をご記入のうえ、FAX、 

　　　　　メール、郵送、または教育委員会学

校教育課へ直接提出してください。 

問い合わせ・意見書提出先 

　福崎町教育委員会　学校教育課 

　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 

　　　　　　　　　２２－０５６０　FAX２２－０６３０ 

　Eメール：kyouiku@town.fukusaki.hyogo.jp

福崎町子ども・子育て支援事業計画 
（素案）意見募集のお知らせ 

福崎町子ども・子育て支援事業計画 
（素案）意見募集のお知らせ 

播磨圏域８市８町による 
「連携中枢都市圏」制度 

への取り組み 

播磨圏域８市８町による 
「連携中枢都市圏」制度 

への取り組み 
　福崎町では、姫路市が中心になって進めている「連
携中枢都市圏」制度のモデル事業に参加し、連携協
約の締結に向けた協議を進めています。 
 
※これまでの「地方中枢拠点都市」制度は、国の「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」において「連携中枢都市圏」制
度に引き継がれました。 

「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
制
度 

　
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
制
度
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
も
地
域
を
活

性
化
し
て
経
済
を
持
続
さ
せ
、
住
民
が
安
心

し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
方
圏
域
の
中
心
都
市
が
近

隣
市
町
と
連
携
し
て
、
活
力
あ
る
社
会
経
済

を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
基
礎
と
な

る
連
携
協
約
の
し
く
み
が
国
で
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

 

モ
デ
ル
事
業
に
共
に
取
り
組
む
市
町 

　
平
成
２７
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け
、

昨
年
、
姫
路
市
を
含
む
全
国
９
都
市
が
モ
デ

ル
都
市
に
選
定
さ
れ
、
現
在
、
姫
路
市
と
社

会
的
・
経
済
的
に
結
び
つ
き
が
強
い
播
磨
圏

域
の
市
町
が
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
８
市
８
町
は
、
播
磨
圏
域
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
各
市
町
が
持
つ
強
み
や
特
長
を

生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
的
、
主
体
的
な

取
り
組
み
を
基
本
に
、
連
携
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
企
画
財
政
課
） 

制度の概要 

連携中枢都市 
〈要件〉 
・政令指定都市、新中
核市 
・昼夜間人口比率おお
むね１以上　など 

①「連携中枢都市」と
しての宣言を行う 

②連携協約を締結する 

Ａ市 

Ｂ町 

Ｃ町 

③
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る 

連携中枢都市圏の形成 

連携協約 

連携協約 

連携協約 

福崎町 



９ 

背丈はそんなに変わって
いませんが、苗の根元か
ら新しい茎がたくさんで
てきました。 

「分けつ」 
わざと麦を踏んで倒す作
業をしています。見ると
かわいそうですが、寒さ
に負けない丈夫な麦が育
つために必要なのです。 

「麦踏み」 

１月１４日撮影 

軽自動車税の 
税額が変わります 
　地方税法等の一部改正に伴い、軽自動車税の税額が
引上げられます。 
　四輪以上及び三輪の軽自動車については、平成２７年
４月１日以後に最初の新規検査（自動車検査証の「初
度検査年月」に記載）を受ける車両から新税額を適用
します。 
　平成２７年３月３１日までに最初の新規検査を受けた車
両は、今までどおりの税額が適用されます。 
　また、平成２８年度から、最初の新規検査から１３年を
経過した軽自動車について重課を導入します。 

●主な車種と税額● 

車　　種 重課 
（平成２８年度から） 

新しい 
税額 

現在の 
税額 

乗用 

貨物 

軽４輪車 

営業用 

自家用 

営業用 

自家用 

５,５００円 

７,２００円 

３,０００円 

４,０００円 

６,９００円 

１０,８００円 

３,８００円 

５,０００円 

８,２００円 

１２,９００円 

４,５００円 

６,０００円 

※軽自動車税は、毎年４月１日現在に軽自動車等を所有 
　している方に課税されます。 

問い合わせ先　税務課（内線３４２） 

　福崎町が行う建設工事、測量･建設コンサルタント

等業務または物品製造等の競争入札等に参加しよう

とする方は、あらかじめ競争入札等参加資格審査申

請を行い、競争入札等参加資格を有する者の名簿に

登録されることが必要です。 

　平成２６・２７年度分の当初申請をされている方は、

今回の申請を行う必要はありません。 

 

○建設工事、測量･建設コンサルタント等業務の競争

入札等に参加しようとする方は 

　「平成２６・２７年度福崎町競争入札等参加資格審査申

請書作成要領（建設工事、測量･建設コンサルタント

等業務）」にもとづき、申請書を作成し、提出して

ください。作成要領は企画財政課または町ホームペ

ージで入手できます。 

　※福崎町ホームページアドレス 

　　　　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp 

 

○物品製造等の競争入札等に参加しようとする方は 

　「平成２６・２７年度福崎町競争入札等参加資格審査

申請書作成要領（物品製造等）」にもとづき、申請

書を作成し、提出してください。作成要領は出納室

または町ホームページで入手できます。 

 

●受付期間 

　２月２０日～３月１９日　９：００～１６：００ 

　（土･日曜日、祝日を除く） 

※郵送による受付は期間内必着のものに限ります。 

※期間外の受付は行いません。ただし、緊急指定業

者については要件が整った場合は年度途中でも受

付を行います。 

 

●登録の有効期間 

　平成２７年７月１日～平成２８年６月３０日の１年間 

 

●提出場所 

　福崎町役場　企画財政課 

　〒６７９－２２８０　兵庫県神崎郡福崎町南田原３１１６番地の１ 

　　０７９０－２２－０５６０（内線２３１・２３２）、FAX２３－０６８７ 

 

●問い合わせ先 

　・・建設工事、測量･建設コンサルタント等業務 

　　　企画財政課（内線２３１／FAX２３－０６８７） 

　・・物品製造等 

　　　出納室（内線３０２／FAX２２－２９１９） 

平成２６・２７年度福崎町競争入札等 
参加資格審査申請について（追加分） 



生活科学 
センター 
だより 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　　中核センター 
　　　　相談員です 

賃
貸
ア
パ
ー
ト
退
去
す
る
時
に
 

修
繕
費
を
請
求
さ
れ
た
 

〔
相
談
〕 

　
５
年
前
に
友
人
の
紹
介
で
賃
貸

ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
。
入
居
時
に

敷
金
や
礼
金
は
支
払
わ
な
か
っ
た

が
、
隣
室
の
賃
貸
料
金
よ
り
高
い

料
金
を
滞
る
こ
と
な
く
支
払
っ
て

き
た
。
仕
事
の
都
合
で
来
月
末
に

出
る
と
家
主
に
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

壁
ク
ロ
ス
の
張
替
え
や
家
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
を
請
求
さ
れ
た
。

支
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
。 

（
４０
歳
代
男
性
） 

〔
処
理
〕 

　
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
退
去
す

る
時
の
修
繕
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
費
用
は
基
本
的
に
、
建
物
の

経
年
劣
化
や
通
常
の
使
用
に
よ
る

損
耗
に
つ
い
て
は
月
々
の
家
賃
に

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
家
主
が
負
担
し
ま
す
。

し
か
し
、
借
主
の
不
注
意
や
通
常

の
使
用
方
法
に
反
す
る
使
い
方
な

ど
に
よ
っ
て
室
内
を
壊
し
た
り
汚

し
た
り
し
た
場
合
は
、
借
主
が
修

繕
費
用
を
負
担
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
家
主
と
借
主
と
の
間
で

原
則
と
違
う
特
別
の
約
束
（
特
約
）

が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
の
相
談
者
は
契
約
書

を
交
わ
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
特
約
は
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。
以
上
の
こ
と
を
参
考
に
請

求
の
根
拠
を
確
認
し
、
家
主
と
話

し
合
い
を
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し

た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
壁
ク
ロ
ス
を

傷
つ
け
た
場
合
、
借
主
の
負
担
は

㎡
単
位
で
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

破
損
部
分
だ
け
を
張
替
え
る
こ
と

で
色
あ
せ
た
他
の
古
い
部
分
と
色

が
違
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
は
、

ク
ロ
ス
一
面
分
の
張
替
え
を
借
主

負
担
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
経

年
年
数
を
考
慮
し
通
常
損
耗
・
経

年
劣
化
分
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、

借
主
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
交
渉
す

る
場
合
の
参
考
に
な
り
ま
す
。 

　
契
約
を
す
る
時
に
は
契

約
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
の
ほ
か
特
約
も
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
特
約
は

何
で
も
有
効
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
①

契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
②
借
主
が
通
常
の

原
状
回
復
よ
り
不
利
な
義

務
を
負
う
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
こ
と
③
特
約
の
効

力
を
認
め
た
結
果
が
著
し

く
借
主
の
不
利
で
な
い
こ

と
、
な
ど
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
、
家
主
と
借
主

の
間
で
合
意
を
す
れ
ば
不

利
な
特
約
も
有
効
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

　
契
約
前
に
不
利
な
特
約

が
な
い
か
確
認
し
、
変
更

で
き
る
か
交
渉
し
て
か
ら

契
約
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

福
崎
町
の
消
費
者
行
政
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

町
長
　
嶋
田
正
義 

　
福
崎
町
で
は
、
平
成
２２
年
４

月
か
ら
市
川
町
・
神
河
町
と
共

同
で
、
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核

セ
ン
タ
ー（
福
崎
町
立
生
活
科
学

セ
ン
タ
ー
内
）を
設
置
し
、
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
業
務
や
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
今
後
も

消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
や
出
前
講
座
な
ど
に

よ
る
消
費
者
へ
の
啓
発
活
動
や

情
報
提
供
を
と
お
し
て
、
悪
質

商
法
・
架
空
請
求
な
ど
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対

す
る
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
関
係
機
関
や
各
種
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
消
費
者
保

護
対
策
や
消
費
者
教
育
を
推
進 

し
、
消
費
者
の
よ
り
安
全
・
安

心
な
く
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

引
き
続
き
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　本人通知制度とは、住民票の写し等の不正請求と不正取

得による個人の権利の侵害を防止するため、本人以外の第

三者に証明書を交付した時に本人に通知する制度です。 

　通知を希望する方は事前に登録が必要です。 

申し込み・問い合わせ先　住民生活課　町民窓口係（内線３７４） 

住民票の写し等の不正請求を防ぐため 

「本人通知制度」をご利用ください 

日　時　２月２２日（日）　１３：３０～１５：３０ 
場　所　生活科学センター講義室 
内　容　プリザーブドフラワーやひな祭りの小物を使って
　　　　花飾りを作ります。 
参加費　作品１個につき約３,０００円 
定　員　１５人（定員になり次第締め切り） 
申し込み先　生活科学センター（　２２－４９７７） 

くらしの　 
ゼミナール 
くらしの　 
ゼミナール 

プリザーブドフラワー　 
　ひな祭りアレンジメント 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 
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排水設備 公共下水道 

公
共
汚
水
ま
す 

排水管 

側
溝 

マ
ン
ホ
ー
ル 

公道 

下
水
本
管 

生ごみ処理容器・処理機（電気式） 
を使ってごみ減量化に取り組んで 
みませんか？　　 

生ごみ処理容器・処理機（電気式） 
を使ってごみ減量化に取り組んで 
みませんか？　　 
　生ごみ処理容器・生ごみ処理機（電気式）を購入さ 
れた方に、購入費用の半額を助成しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　※過去５年以内にこの補助を受けた方は対象となりません。 
　※上記のものを持参のうえ、住民生活課へお越しください。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７３） 

生
ご
み
　 

処
理
容
器 

生
ご
み
処
理
機 

（
電
気
式
）
　 

補助限度額 

２，５００円 

２０，０００円 

２基まで 

１基まで 

申請数 
（１世帯につき） 

申請に必要なもの 

印鑑・領収書（口座振込を希望す 
る場合は通帳） 

印鑑・領収書・保証書・製品のカタ 
ログ（口座振込を希望する場合は 
通帳） 

マンホールポンプの詰まりが多発！ 
　今年度、町内６６か所のマンホールポンプのうち８か所で延べ１７

回、下水道本管で３回の詰まりがありました。このように本管が

詰まったりマンホールポンプが故障すると高い修理代がかかり、

利用者のみなさんの負担が増えることになりますので、十分にご

注意ください。 

 

詰まりやすい下水道 
　下水道は各家庭から流されるすべてのものを処理できるもので

はありません。特に油分を本管へ流した場合、内部に付着してだ

んだん固くなり、管を狭くしてしまいます。また、異物がからみ

つくと、すぐに詰まってしまいます。 

問い合わせ先　上下水道課（内線３８７） 

　タオル、水に溶けない紙、髪の毛など

が主な原因で下水道本管やマンホールポ

ンプを詰まらせています。 

１１ 

　毎週金曜日は午後７時１５
分まで窓口業務を延長して
行っています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、
印鑑証明書、所得証明書の
交付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からの 
お知らせ 

　家庭の下水は、宅内排水設備、公共汚水

ますを経由し、道路地下に埋設された下水

道本管へ排出されます。勾配がつけられた

本管に沿って、下水は自然に下流へ流れて

いきますが、自然な流れを確保できない所

にはマンホールポンプが設置してあり、ポ

ンプの力を利用して下流へ押し出します。

最終的には福崎浄化センターで処理し、市

川に放流しています。 

下水道管内に詰まった下着類 下水道管内に詰まった下着類 

生
ご
み
処
理
機 



確定申告・住民税申告のお知らせ 

　平成２６年分の所得税の確定申告の窓口での相談及び
申告書の受付は、２月１６日（月）から３月１６日（月）ま
でです。申告書はできるだけ自分で書いて、申告期間
内に早めに提出してください。 
（申告が必要な方） 
・事業（自営業など）、不動産（地代や家賃）、農業の所
得がある方 
・報酬、個人年金の受取金、保険の満期（解約）受取金
などの所得がある方 
・給与や年金を２か所以上からもらっている方 
・給与所得者で年末調整をしていない方 
・２種類以上の所得がある方（例：給与所得と不動産所
得、年金所得と農業所得など） 
・土地建物や株式等の譲渡があった方 
・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険に加
入している方　など 

（申告に必要なもの） 
・確定申告書（税務署から送付されている方のみ） 
・源泉徴収票（給与所得者、年金受給者） 
・報酬等の支払調書、個人年金や保険の満期受取金等
の支払証明書 
・収支内訳書（農業・営業・不動産所得等のある方） 
・国民年金保険料等支払証明書 
・生命保険や地震保険料（旧長期損害保険料）の支払証
明書 
※お持ちの保険料控除証明書は全てご持参ください。 
・医療費の領収書（保険金などで補てんされる金額がわ
かるものを含む） 
・印鑑　など 
 
※農業所得・不動産所得等の必要経費で固定資産の租
税公課が不明な方は、平成２６年６月１６日付けでお送
りした「平成２６年度固定資産税課税明細書」を必ずお
持ちください。 
 
◎収入がない場合も申告が必要です 
　申告は、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の算定や軽減判定等の基礎資料となります。
正しく保険税（料）を算定し、保険税（料）の軽減判定等
を受けるためには、被保険者と世帯主の所得把握が必
要です。収入がない場合でも必ず申告してください。 
※申告がないと軽減が受けられない場合がありますので、
ご注意ください。 
 
〈問い合わせ先〉　姫路税務署（　０７９－２８２－１１３５㈹） 
　　　　　　　　　役場税務課（内線３４４・３４５） 

◎申告書は自分で書いてお早めに 

◎土地等の譲渡所得および事業所得 
　（青色申告）のある方へ 
　土地等の譲渡所得及び事業所得のある方は、申

告期間内に姫路税務署の開設する申告会場（姫路労

働会館）で申告してください。 

◎農業所得のある方へ 
　事前にご自身で販売金額や必要経費を必ず集計

しておいてください。減価償却費の計算のみ職員

がします。集計されていない場合は、申告時に順

番を後にまわっていただくこともありますのでご

了承ください。 

◎住宅ローン控除を受けられる方へ 
　住宅ローン等を利用して家屋の新築、購入また

は増改築をした場合で、一定の要件にあてはまる

ときは、居住の用に供した年以後１０年間、住宅借

入金等の年末残高の合計額をもとに計算した金額

の控除を受けることができます。 

　ただし、バリアフリー改修工事および省エネ改

修工事等に係る特定増改築による住宅ローン控除

の場合は、姫路労働会館で申告してください。 

◎医療費控除を受けられる方へ 
　平成２６年１月１日から１２月３１日までに支払われ

た医療費が対象となります。医療費控除を受けら

れる方は事前にご自身で、支払金額や、保険金な

どで補てんがあった場合はその金額を必ず集計し

ておいてください。集計されていない場合は、申

告時に順番を後にまわっていただくこともありま

すのでご了承ください。 

◎年金所得者の方へ 
　公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、か

つ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万

円以下である場合でも、住民税の申告が必要です。 

　また、所得税の還付を受けるために申告をする

ことができますので、ご注意ください。 

１２ 



平成２６年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 平成２６年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 

●事業所得者の方に送付していた申告日程ハガキは送付しません。ご都合のよい日にご来場ください。 

●身体の都合等で会場にお越しになれない方は、役場　税務課　住民税係へ連絡をお願いします。 

●日曜日も姫路労働会館で申告相談を受付します。 

　姫路税務署では、２月２２日及び３月１日の日曜日にも姫路労働会館（姫路

市北条一丁目９８番地）で相談・申告書の受付を行いますので、所得税の確定

申告の方はそちらもご利用ください。両日とも姫路税務署では申告書の受付

等は行っていませんのでご注意ください。 

●申告期間中、役場での申告相談はできません。 

　対象集落の日にお越しになれない方は、別の集落会場、地区会場、もしくは３月９日以降にサルビア

会館へお越しください。  

※会場、時間帯によっては、待ち時間が長くなる場合もあります。時間に余裕を持ってお越しください。 

問い合わせ先　役場　税務課（内線３４４・３４５） 

月　日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 

2月21日 

2月22日 

2月23日 

2月24日 

2月25日 

2月26日 

2月27日 

2月28日 

3月1日 

3月2日 

3月3日 

3月4日 

3月5日 

3月6日 

3月7日 

3月8日 

3月9日 

3月10日 

3月11日 

3月12日 

3月13日 

3月14日 

3月15日 

3月16日 

曜日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

受付時間 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

 

 

９時～１５時 

申告会場 

余 田 公 民 館  

鍛 治 屋 公 民 館  

南 大 貫 公 民 館  

大 門 公 民 館  

福 田 公 民 館  

八千種研修センター 

 

山 崎 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

板 坂 公 民 館  

新 町 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

文 化 セ ン タ ー  

 

田 尻 公 民 館  

西 治 公 民 館  

長 野 公 民 館  

八 反 田 公 民 館  

西 光 寺 公 民 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

 

サ ル ビ ア 会 館  

対　象　集　落 

余田、小倉 

庄、鍛治屋 

南大貫、東大貫、西大貫 

北野、大門、加治谷、亀坪 

福田 

八千種地区の方 

 

山崎 

馬田 

板坂、田口 

新町 

駅前 

福崎地区、高岡地区の方 

 

西野、井ノ口、　川、田尻 

西谷、西治、高橋 

桜、長野、神谷 

長目、中島、八反田、吉田 

上中島、西光寺、西野野垣内 

田原地区の方 

 

事業所得者、他 

事業所得者、他 

事業所得者、他 

事業所得者、他 

事業所得者、他 

 

 

事業所得者、他 
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◎平成２６年分の確定申告会場のご案内 

◎ご自宅で確定申告書が作成できます 
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ

ー」をご利用いただくと、画面の案内に従って金額

等を入力することにより、確定申告書等を作成でき

ます。作成した確定申告書はe-Ｔaxで送信できます。

また、印刷して税務署へ郵送等により提出すること

もできます。 

◎復興特別所得税の記載漏れにご注意 
　ください 
　平成２５年分から平成４９年分まで、復興特別所得

税（原則として各年分の所得税の２.１%）を、所得税

と併せて申告・納付することとされています。 

　そのため、申告書の作成にあたっては、「復興特

別所得税額」欄の記載漏れがないようにご注意くだ

さい。 
 

※還付申告の方も含め、申告される全ての方につい

て、「復興特別所得税額」欄の記載が必要となり

ます。 

税務署からのお知らせ 

※混雑の状況等により早めに受付を終了する場合
があります。 
※２/３（火）～３/１６（月）の申告書の受付、用紙の交
付は、姫路労働会館です。 
※用紙については、国税庁ホームページからも印
刷することができます。 
※土曜、日曜、祝日を除きます。ただし、２/２２（日）・
３/１（日）は、会場（姫路労働会館）を開設してい
ます。 
※会場周辺は大変混雑します。公共交通機関をご
利用ください。 

区　分 

所得税 
復興特別所得税 

贈与税 

消費税 
地方消費税 

場　所 

姫路労働会館 

姫路税務署 

姫路労働会館 

日　　時 

２/３（火）～３/１６（月） 
９：００～１７：００ 

３/１７（火）～３１（火） 
９：００～１７：００ 

２/３（火）～３/１６（月） 
９：００～１７：００ 

○ご自宅で、いつでも計算誤りのな

い申告書等を作成できます。 

○作成した申告データを保存しておけ

ば、翌年の申告時に活用できます。 

詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）へ。 
問い合わせ先　姫路税務署（　０７９-２８２-１１３５㈹） 

１４ 

検索 検索 
フェニックス共済 

兵庫県住宅再建共済制度 フェニックス共済 小さな負担で 
大きな安心 区　分 

住宅再建共済 
（※1） 

年額5,000円 

年額500円 

年額1,500円 

最高600万円 

最高25万円 

最高50万円 

負担金 被害認定 

半壊以上 

半壊以上 
または床上浸水 

給付金 

一部損壊特約 
（H26年8月開始） 

一部損壊 
（損害割合10％以上） 

家財再建共済 
（※2） 

（※1）分譲マンションにお住まいの方も加入できます。 
（※2）借家にお住まいの方も加入できます。 



第86話 

　
２
０
１
３
年
１１
月
号
の
広
報 

（
よ
も
や
ま
話
第
８４
話
）
で
は
、

民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
が
誕
生
す

る
に
あ
た
っ
て
、
彼
の
　
川
で
の

経
験
が
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
成
人

し
、
民
俗
学
者
と
な
っ
た
彼
は
　

川
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
想
い
を

抱
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の

検
討
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
従
来
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
否

定
的
な
見
方
を
す
る
向
き
が
あ
り
、

『
福
崎
町
史
』
第
二
巻
本
文
編
Ⅱ

に
お
い
て
も
、
儒
学
者
の
家
風
と

　
川
の
一
般
人
と
の
間
に
隔
た
り

が
あ
っ
た
こ
と
、
國
男
が
郷
里
　

川
を
後
に
し
て
再
び
　
川
に
住
む

こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
そ
れ

ら
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
彼
が

　
川
を
嫌
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
明
治
３３
年
（
１
９
０
０
）
、
國

男
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政

治
科
を
卒
業
し
、
農
商
務
省
農
務

局
に
入
り
ま
し
た
。
翌
年
、
柳
田

家
の
養
子
と
な
り
、
柳
田
國
男
と

名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
官
吏

と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
正
２
年（
１
９
１

３
）に
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
の
刊

行
を
開
始
し
、
郷
土
史
家
、
郷
土

研
究
家
の
寄
稿
を
求
め
る
他
、
自

ら
多
く
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て

論
文
や
見
聞
を
執
筆
し
始
め
ま
し

た
。
そ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
大
半
は

　
川
界
隈
の
親
族
や
知
人
、
ま
た

柳
田
家
の
親
戚
に
関
わ
る
も
の
で

し
た
。 

　
こ
の
点
に
つ
い
て『
福
崎
町
史
』

第
二
巻
本
文
編
Ⅱ
で
は
、
「
ど
の

よ
う
な
國
男
の
意
図
か
ら
で
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
素
直
に
彼
の

望
郷
の
念
が
色
濃
く
表
れ
た
こ
と

と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
も
彼
の

学
問
的
背
景
が
何
で
あ
っ
た
の
か

が
物
語
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
つ
ぎ
に
、
國
男
と
三
木
拙
二
と

の
交
流
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
拙
二
は
國
男
の
友
人
で
し
た

が
、
単
な
る
友
人
と
い
う
の
で
は

な
く
、
故
郷
で
の
知
友
と
い
う
べ

き
人
物
で
し
た
。
二
人
の
交
流
は

お
互
い
の
晩
年
ま
で
続
き
ま
す
。

近
年
、
神
戸
大
学
と
の
連
携
事
業

が
進
む
な
か
で
、
大
庄
屋
三
木
家

文
書
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
絵
葉
書

の
文
章
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
例
え
ば
大
正
１２
年（
１
９
２
３
）

１１
月
３１
日
付
で
、
お
そ
ら
く
國
男

が
朝
日
新
聞
社
客
員
と
し
て
イ
タ

リ
ア
に
出
張
し
た
折
り
に
拙
二
宛

に
郵
送
し
た
も
の
に
は
、
あ
と
半

年
ほ
ど
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
暮
ら
さ

ね
ば
な
ら
ず
、
骨
ば
か
り
折
れ
る

と
漏
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

末
尾
に
は
、
た
ま
に
は
　
川
へ
帰

り
た
い
と
記
し
て
い
ま
す
。
同
様

の
趣
旨
の
書
簡
類
は
他
に
も
残
存

し
て
い
ま
す
。 

　
國
男
に
と
っ
て
の
　
川
の
持
つ

意
味
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
故
郷
は
　
川

だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

『
故
郷
七
十
年
』（
新
装
版
）（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
１
９

８
９
年
）に
は
　
川
の
明
治
初
年

の
人
や
風
景
が
い
き
い
き
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
疑
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
故

郷
と
は
、
彼
の
民
俗
学
研
究
の
基

礎
を
形
成
し
た
場
所
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
と
関
係
の
深
か
っ
た
三
木

家
と
の
交
流
を
、
彼
は
い
つ
ま
で

も
大
切
に
想
っ
て
い
た
の
で
す
。 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

せ
つ
じ 

て
い 

「
民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
に
と
っ
て
の
　
川
」 

奈
良
教
育
大
学
　
特
任
准
教
授
　
山
　
善
弘

 

柳田國男から三木拙二への絵葉書（個人蔵） 

●文化センター行事予定（2/20～3/19） 

神崎学園 

日時：２月２６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 

老人大学（神崎学園・福寿学園）閉講式 

日時：３月５日（木）　１０：００～ 

サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：２月２０日（金）　１３：３０～１５：００ 
　演題：「ドラマで読み解く韓国社会・韓国文化」 
　講師：神戸医療福祉大学　社会福祉学部経営福祉ビジネス学科
　　　　　　教授　綛谷　智雄 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：２月２６日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「漢字を通してみる日中のきずな」 
　講師：神戸医療福祉大学　社会福祉学部経営福祉ビジネス学科
　　　　　　准教授　宋　栄芬 
※上記公開講座は、一般の方も参加できます。 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

問い合わせ先　農林振興課（内線３１２） 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

　福崎町の平成２６年中の農地の貸借は、約９６％が使用貸借（貸借料が無料）の権
利設定でした。 
　上記の表は、平成２６年１月～１２月に契約（公告）された１０アール（１反）あたり
の賃借料水準を示したものです。農地の賃借料設定の際に参考としてください。 
　なお、これはあくまでも情報提供ですので、実際の賃借料は状況に応じて借り
手と貸し手が双方協議のうえ決定してください。 

　最近、個人が所有する山林から道路や隣接地へ樹木が

倒れ、家屋などに被害が出たり道路の通行の支障になる

事案が発生しています。場合によっては、歩行者や通行

車両の事故につながる恐れがあります。 

　道路や隣接地への倒木などの恐れがあるものについて

は、事前に枝払いや伐採をするなど、土地所有者が責任

を持って適正な管理をお願いします。これらのことが原

因で道路上で事故が発生した場合、樹木の所有者が賠償

責任を問われることがあります。 

 

　作業する場合には次の点に注意してください 
○電線や電話線がある場所での作業は危険を伴う可能

性がありますので、事前に電力会社やNTTなどの管

理者に連絡し、立会いのもと行ってください。 

○転落防止、通行者の安全確保などに十分注意してく

ださい。 

平成２６年中の農地の賃借料情報を 
お知らせします 

※畑については該当がありませんでした。 
※金額は、算出結果を四捨五入し千円単位としています。 

最低額 最高額 平均額 

５，０００円 ２０，０００円 １０，０００円 

賃借料情報〔田〕 １０アール（１反）あたり 

（注） 
使用貸借（貸借料が無料）は 
集計に含んでいません。 

個人が所有する山林の 
樹木の管理について 
個人が所有する山林の 
樹木の管理について 
個人が所有する山林の 
樹木の管理について 

お　願　い 

　
防
犯
灯
に
は
、
町
が
管
理
す
る

も
の
と
自
治
会
が
管
理
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
地
域
で
防
犯
灯
の

不
具
合（
故
障
・
球
切
れ
な
ど
）を

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
自
治
会
役

員
の
方
ま
た
は
役
場
住
民
生
活
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
防
犯
灯
が
電
柱
に
共
架

さ
れ
て
い
る
場
合
（
電
柱
を
防
犯

灯
の
支
柱
と
し
て
共
用
し
て
い
る

場
合
）
は
、
場
所
と
電
柱
番
号
、

ポ
ー
ル
付
防
犯
灯
の
場
合
は
、
具

体
的
な
場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
２
） 

防
犯
灯
の
故
障 

　

見
つ
け
た
ら 

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

電
柱
に
共
架
さ
れ
た
防
犯
灯 

１６ 



絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 

３月５日（木）１０：００～１１：００　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、

いっしょに楽しみます。 

おんがくあそびの会【ドレミ】 

２月１２日（木）・３月１２日（木）１０：００～１１：００ 

　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
２月１７日（火）・３月１７日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

　ともだちひろばでは、さまざまな活動に参加でき

る子育て中の親子を募集します。いろいろな遊び、

交流、子育てについての学習、情報交換などをとお

して、いっしょに考え、楽しく子育てしませんか？ 
 

対　　象　町内在住の０歳から就園前の子どもと保

護者 

活動日時　平成２７年４月～平成２８年３月 

　　　　　火～金曜日の月数回 １０：００～１１：３０ 

活動場所　文化センター２階　ともだちひろば　ほか 

申込方法　申込用紙はともだちひろばにあります。

　必要事項を記入の 

　うえ、お申し込み 

　ください。 

申込締切 

　３月２０日（金） 

　ピアノ、エレクトーン、ソプラ 
ノ・トランペット、ピアニカのコ 
ンサートを楽しんだ後、リズム遊 
びをします。親子で音楽に合わせ 
て身体を動かしましょう。 
 
日　時　２月２４日（火）１０:００～１１:３０（受付９:４５） 
場　所　田原幼児園　遊戯室 
講　師　Espressivoのみなさん 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　３０組 
申込先　にこにこひろば 
　　　　※動きやすい服装でご参加ください。 

　子どものしつけや、発達に関することは気にな

ることがいっぱいですね。｢ほめ方、叱り方、これ

でいいのかな？｣「こんな時の関わり方は？」など、

子どもの発達にあわせた関わり方についてのお話

です。 

日　時　３月２日（月）１０：００～１１：００ 

場　所　おひさまらんど 

講　師　保健師　大角英子 

対　象　未就園の子どもとその保護者 

定　員　１５組 

申込先　おひさまらんど 

平成２７年度西部子育て学習センター 
（ともだちひろば）の親子活動に参加 
しませんか？　　　　　　　　　　 

１７ 



　
福
伸
電
機
株
式
会
社
様
か
ら
、

福
祉
の
た
め
に
電
動
カ
ー
ト
　
ポ

ル
カ
ー
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

善
意 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
一
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１７
日（
火
） 

　
　
３
月
１７
日（
火
） 

　
　
４
月
２１
日（
火
） 

　
　
５
月
１９
日（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
５
月
中
の
利
用

は
３
月
２
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

駅
前
駐
車
場
使
用
申
込
受
付
中 

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
駐
車
場
の
使
用

申
込
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

契
約
期
間
　
平
成
２７
年
４
月
１
日

〜
平
成
２８
年
３
月
３１
日
（
１
年

間
） 

使
用
料
金 

１
区
画
６
３
６
０
０
円 

（
１
か
月
あ
た
り
５
３
０
０
円
） 

※
北
側
５
区
画
に
つ
い
て 

１
区
画
５
５
５
６
０
円 

（
１
か
月
あ
た
り
４
６
３
０
円
） 

申
込
方
法
　
印
鑑
、
自
動
車
検
査

証
の
写
し
を
持
参
の
う
え
、
企

画
財
政
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。 

申
込
期
限
　
２
月
２０
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
３
２
） 

  

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
非
常

勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）募
集 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
（
神
戸
市
を
除
く
）
の
非
常

勤
講
師
（
初
任
教
員
研
修
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係
る

授
業
の
補
充
な
ど 

報
酬
　
時
給
２
７
７
０
円 

　
　
　（
変
更
の
可
能
性
あ
り
） 

交
通
費
　
実
費
（
限
度
額
内
） 

資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教
育
職

員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の

所
持
者
ま
た
は
平
成
２７
年
４
月

１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
者 

願
書
受
付
　
３
月
１３
日（
金
）ま
で

に
最
寄
り
の
教
育
委
員
会
ま
た

は
教
育
事
務
所（
教
育
振
興
課
）

へ
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
） 

問
い
合
わ
せ
先 

○
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

○
播
磨
西
教
育
事
務
所
教
育
振
興
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０
１
㈹ 

小
・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
登
録
受
付
中 

　
町
内
の
小
・
中
学
校
で
勤
務
す

る
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

（
職
種
・
条
件
） 

●
学
習
支
援
員 

内
容
　
学
校
で
の
授
業
補
助
な
ど 

時
給
　
１
０
０
０
円 

勤
務
時
間
　
週
２９
時
間 

資
格
　
教
員
免
許 

　
　
　
普
通
自
動
車
免
許 

●
介
助
員 

内
容
　
介
助
を
必
要
と
す
る
児
童

　
　
生
徒
の
身
体
の
介
助
な
ど 

時
給
　
８
０
０
円 

勤
務
時
間
　
週
２９
時
間 

資
格
　
普
通
自
動
車
免
許 

●
用
務
員 

内
容
　
学
校
用
務
の
補
助
な
ど 

時
給
　
８
０
０
円 

勤
務
時
間
　
週
１０
時
間 

資
格
　
普
通
自
動
車
免
許 

問
い
合
わ
せ
先 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

  「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
の
ご
案
内 

　
若
者
を
対
象
に
、
専
門
家
に
よ

る
就
職
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
社
会
参

加
を
経
て
、
就
職
活
動
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

場
所
　
姫
路
市
二
階
町
７９
番
地 

開
所
時
間
　
月
〜
土
曜
日
（
祝
日 

　
・
お
盆
・
年
末
年
始
は
休
み
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
９
１
５
１ 

メ
ー
ル 

info@
him
eji-w

akasapo.com
 

 

●
就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

対
象
　
神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎

町
在
住
で
就
職
に
悩
む
１５
歳
か

ら
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保

護
者 

開
催
日
　
２
月
２７
日（
金
） 

　
　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

会
場
　
市
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
（
市
川
町
役
場
南
側
） 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

内
容 

①
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
っ
て
何
？ 

②
就
職
セ
ミ
ナ
ー
〜
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
〜 

（
求
人
票
の
見
方
、
履
歴
書
の
記

入
方
法
、
面
接
の
受
け
方
、
身
だ

し
な
み
の
マ
ナ
ー
な
ど
） 

申
込
締
切
　
２
月
２５
日（
水
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

　
・
市
川
町
・
福
崎
町 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

市
川
町
役
場
　
総
務
課 

　
２６
・
１
０
１
０ 

１８ 

お知らせ 

information

　
ま
ち
の
発
展
、
充
実
の
た
め
に

「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附 

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１２
月
分
） 

寄
附
者
・
寄
附
金
額
　 

　

山
本
　
透
様（
西
宮
市
）　
１５
万
円 

　

平
石
正
人
様（
姫
路
市
）　
８５
万
円 

　

川
口
繁
夫
様（
南
田
原
）　
１
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 



鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
口
蹄

疫
の
発
生
予
防
に
ご
協
力
を
！ 

　
昨
年
１２
月
以
降
、
国
内
で
は
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
続
い
て
お
り
、
海
外
で
は
近

隣
諸
国
で
口
蹄
疫
が
多
発
し
て
い

ま
す
。 

●
海
外
へ
渡
航
さ
れ
る
方
へ 

　
渡
航
先
で
の
畜
産
関
連
施
設
へ

の
立
入
や
家
畜
と
の
接
触
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
接
触

さ
れ
た
場
合
は
、
日
本
へ
到
着
の

際
に
税
関
検
査
場
内
に
あ
る
動
物

検
疫
所
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

●
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
へ 

　
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
と
農
場

立
入
制
限
や
車
両
消
毒
に
よ
り
、

農
場
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
ま
た
、全
て
の
家
畜
飼
養
者（
１

頭
羽
以
上
飼
育
）の
方
は
、
家
畜

伝
染
病
予
防
法
に
も
と
づ
く
飼
養

衛
生
管
理
基
準
定
期
報
告
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。 

　
飼
育
状
況
を
３
月
末
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
８
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www31.ocn.ne.jp/ himejikaho/ 
  「

ひ
と
り
親
就
労
サ
ポ
ー
ト
」

巡
回
相
談
開
催 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
の
職
員
が

ひ
と
り
親
の
方
を
対
象
に
巡
回
就

労
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
就
職
・

転
職
希
望
の
方
、
働
い
た
経
験
が

少
な
く
就
職
活
動
に
困
っ
て
い
る

方
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

対
象
　
福
崎
町
・
市
川
町
・
神
河

町
在
住
の
ひ
と
り
親
の
方
（
母

子
家
庭
・
父
子
家
庭
） 

日
時
　
３
月
１９
日（
木
） 

　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

　（
１２
時
３０
分
〜
１３
時
３０
分
を
除
く
） 

　
※
事
前
予
約
制 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

内
容
　
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
・

応
募
書
類
の
作
成
指
導
・
面
接

の
受
け
方
・
求
人
情
報
の
提
供

な
ど 

予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
職
業
相
談
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

  

姫
路
地
域
わ
か
も
の
就
職
応

援
面
接
会
開
催 

　
姫
路
地
域
に
あ
る
企
業
と
若
年

求
職
者
を
一
堂
に
集
め
た
就
職
応

援
面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１８
日（
水
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン

　
　
　
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル 

　
　
　
鳳
凰
の
間 

対
象
者 

・
概
ね
３０
歳
以
下
の
若
年
求
職
者 

・
平
成
２７
年
３
月
卒
業
予
定
者 

　（
高
等
学
校
卒
業
以
上
） 

参
加
企
業
　
姫
路
地
域
の
企
業 

　
　
　
　
　
約
３５
社 

問
い
合
わ
せ
先 

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
学
卒
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
６
９
０

○
姫
路
市
労
働
政
策
課 

　
０
７
９
・
２
２
１
・
２
０
９
４ 

１９ 

・火の取り扱いには十分注意してください。 
・住宅用火災警報器は設置しましたか？ 
・「１１９番通報」の正しい利用をお願いします。 
※火災予防の相談は、中播消防署（　２３－０１１９）または姫
路市消防局予防課（　０７９－２２３－９５３２）へ。 

春季全国火災予防運動 
3月1日（日）～7日（土） 

̃

　障害をもつ人が安心して暮らせる地域社会を

めざし、神崎郡自立支援協議会が研修会を行い

ます。多数ご参加ください。 

 

日　時　３月７日（土）１３：３０～１６：００ 

場　所　市川町文化センター 

　　　　コミュニティホール 

講　師　相談支援事業所　こんぱす 

　　　　　相談支援専門員　中川裕美子 

　　　　（西播磨圏域コーディネーター） 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３５２・３５３） 

　「就職がしたい」「今の仕事がうまくいかない…」
仕事について悩んでいませんか。職業自立センター
ひめじの職場適応援助者（ジョブコーチ）による就職
相談や簡単な職業能力評価を実施します。 
日　時　２月２３日（月） 
　　　　（午前の部） ９：３０～１２：００ 
　　　　（午後の部）１３：３０～１５：００ 
場　所　福崎町役場 
募集人数　２人（午前１人・午後１人） 
対象者　概ね６０歳未満の障害者手帳（身体・療育・

精神）所持者 
内　容　仕事に関する相談・軽作業による簡単な職

業能力評価 
申込期限　２月１６日（月） 
申し込み先　健康福祉課（内線３５２） 

就職相談会　開催 神崎郡自立支援協議会 
研修会　開催 

お
お
む 

障害をお持ちの方へ 



剣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１１
月
２３
日
、
王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
「
第
６１
回
兵
庫
県
剣
道

優
勝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

席
上
で
福
崎
町
剣
道
協
会
が
「
全

日
本
剣
道
連
盟
少
年
剣
道
教
育
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
多
年
に
わ
た
り
剣
道
の
普
及 

・
発
展
に
尽
力
し
た
功
労
と
努
力

に
対
し
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。 

　
１２
月
１９
日
、
第
１
体
育
館
で「
岩

崎
杯
争
奪
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
新
入
生
の
部
】 

優
勝
　
中
田
冴
香
（
福
崎
小
） 

【
小
学
３
・
４
年
生
の
部
】 

優
勝
　
大
野
杏
（
福
崎
小
） 

【
小
学
５
・
６
年
生
の
部
】 

優
勝
　
高
岡
祐
丞
（
福
崎
小
） 

優
勝
　
内
海
有
美
（
福
崎
小
） 

【
中
学
生
の
部
】 

優
勝
　
大
野
健
介
（
福
崎
西
中
） 

県
立
網
干
高
等
学
校
（
通
信

制
課
程
）
生
徒
募
集 

年
間
登
校
日
　
約
２０
日 

　
本
校
か
協
力
校
の
い
ず
れ
か
で

学
べ
ま
す
。 

・
本
校
…
県
立
網
干
高
等
学
校 

・
協
力
校
…
県
立
西
脇
北
高
等
学

校
・
県
立
阪
神
昆
陽
高
等
学
校
・

県
立
豊
岡
高
等
学
校 

諸
経
費
　
年
間
約
５
千
円 

教
科
書
　
初
年
度
約
１
万
３
千
円 

資
格 

・
平
成
２７
年
３
月
に
中
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に
学

校
教
育
法
第
５７
条
及
び
同
施
行

規
則
第
９５
条
に
規
定
す
る
者
。 

・
兵
庫
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
者
。
（
予
定
者
も
含

む
） 

選
抜
方
法
　
面
接
の
み 

入
学
考
査
料
　
９
５
０
円 

出
願
期
間
　
２
月
１６
日（
月
）〜

２３
日（
月
） 

面
接
日
　
３
月
１
日
（
日
）
ま
た

は
２
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
網
干
高
等
学
校
通
信
制
課
程 

　
０
７
９
・
２
７
４
・
２
０
１
４ 

ケ
ー
キ
屋
の
凝
っ
た
電
飾
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
聳
ち
て
初
冠
雪
の
伯
耆
富
士 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

霜
月
や
は
ん
な
り
点
る
里
灯
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

独
り
居
の
老
い
も
忙
し
き
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

葦
陰
で
鳴
き
し
小
池
の
は
ぐ
れ
鴨 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

日
向
ぼ
こ
行
く
末
ば
か
り
の
話
な

り
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

湯
の
宿
の
橋
の
下
よ
り
鴨
の
陣 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

短
日
と
言
い
つ
女
の
長
電
話 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

暖
か
き
井
戸
水
う
れ
し
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

鴨
来
る
川
面
に
夕
日
照
り
返
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

山
に
入
る
夕
日
眺
め
り
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

柚
子
一
っ
個
ほ
の
と
薫
れ
る
仕
舞

風
呂
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

山
茶
花
の
咲
き
続
く
日
々
是
好
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

煮
く
ず
れ
て
味
の
深
ま
る
蕪
汁 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

独
り
居
て
何
故
か
忙
し
き
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

酢
茎
漬
売
る
大
原
女
の
京
言
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

師
走
風
北
の
門
扉
を
閉
ざ
し
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

ゆ
る
や
か
に
手
漕
ぎ
舟
ゆ
く
八
幡
濠
の
水
染
め
あ
げ

て
紅
葉
真
盛
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

高
き
枝
に
熟
れ
た
る
柿
を
見
上
げ
い
て
柿
好
み
い
し

父
の
顕
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

深
み
ゆ
く
秋
の
山
川
に
ぎ
わ
う
も
ひ
と
雨
ご
と
の
風

の
冷
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

高
き
山
紅
葉
の
波
た
た
な
ず
く
い
よ
よ
深
ま
る
秋
色

さ
び
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

霜
月
の
光
に
た
ん
ぽ
ぽ
黄
を
刻
み
日
溜
ま
り
の
隅
に

時
を
と
ど
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

風
疾
り
木
の
葉
落
ち
く
る
音
止
ま
ず
今
日
の
し
ぐ
れ

は
氷
雨
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

燃
え
し
ま
ま
沈
む
夕
日
に
真
向
い
て
吾
が
幾
許
の
余

生
祈
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

ネ
パ
ー
ル
の
ト
マ
ト
は
強
し
十
八
年
わ
が
畑
に
生
ひ

自
然
に
育
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

息
子
は
ま
だ
帰
ら
ず
一
人
の
夕
食
に
梅
干
ひ
と
つ
壺

よ
り
つ
ま
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

指
先
の
ち
ぎ
れ
た
ゴ
ム
の
手
袋
を
つ
な
ぎ
直
す
は
自

己
満
足
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

絵
手
紙
の
返
事
書
く
と
う
女
孫
の
手
添
え
て
書
き
た

る
葉
書
が
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

花
咲
く
を
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
か
ら
す
瓜
水
面
に
赤
き

実
の
映
り
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

ま 

さ
か 

か
げ 

さ
ざ
ん
か 

こ
れ
こ
う
じ
つ 

す
ぐ
き
づ
け 

お
は
ら
め 

そ
ば
だ 

ほ
う
き 

ス
ポ
ー
ツ 

俳

句

会 

短

歌

会 

２０ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

2 

4 

7 
 

8 

10 

11 

15 
 

 

18 

 

20 

22 

26 

27

月 

水 

土 
 

日 

火 

水・祝 

日 
 

 

水 

 

金 

日 

木 

金 

10:30 

13:00 

13:30 

13:45 

15:00 

9:30 

 

10:00 

13:00 

10:00 

13:00 

13:00 

13:30 

13:30 

13:20 

10:00

 

 

 

 

要チケット 

要申込 

 

 

出場者は決定済 

 

 

 

 

要申込 

母子相談 

なやみごと相談 

歴民連続講座 

こころの健康フォーラム 

大阪交響楽団名曲セレクション 

くらしのゼミナール 

えびすさん（初戎祭） 

環境にやさしいみんなの生活展 

第２回ふくさきカラオケ紅白歌合戦 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

サルビアセミナー 

くらしのゼミナール 

老人大学一般教養講座 

福崎高校卒業式 

サルビア会館 

サルビア会館 

歴史民俗資料館 

文化センター 

エルデホール 

生活科学センター 

恵美須神社 

文化センター 

エルデホール 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

生活科学センター 

文化センター 

福崎高校 

健康福祉課 

社会福祉協議会 

歴史民俗資料館 

兵庫県中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

エルデホール 

生活科学センター 

井ノ口区 

福崎町消費者の会（生活科学センター） 

エルデホール 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

生活科学センター 

文化センター 

福崎高校 

２１ 

≪材料≫（４人分） 

ゆでもちむぎ精麦３００ｇ 

にんにく（みじん切り）２かけ 

しょうが（みじん切り）２かけ 

ごま油 小さじ２ 

　　甜麺醤・豆板醤・酒・醤油 各大さじ２ 

　　昆布茶・三温糖 各小さじ２ 

※豆板醤は好みの量で調整してく

ださい。 

 

豆腐（２cm角・下ゆで）１丁 

鶏がらスープ６００ｃｃ 

長ねぎ（４つ割り１cm幅）１/２本 

片栗粉 小さじ２ 

水 大さじ２ 

ごま油 大さじ２ 

粉山椒・輪切り唐辛子 お好みで 

≪作り方≫ 

①にんにくとしょうがとごま油をフライパンに

入れて炒め、ゆでもちむぎ精麦とAを加えて

味を絡める。 

②豆腐と鶏がらスープを加え、沸騰して1分ほ

ど煮て、長ねぎ、水溶き片栗粉を加えてとろ

みをつける。 

③器に盛り付け、お好みで粉山椒と輪切り唐辛

子をふりかける。 

Ａ 

プリッと
した食感

で 

予想以上
の満足感

！ プリッと
した食感

で 

予想以上
の満足感

！ 

※これは、もち麦の可能性を考える 
　フォーラムpart２（１１月２９日開催） 
　もちむぎバイキング「もち麦ノ里 
　食堂」のメニューです。 

提供　　　　　　　　　　 
食デザイナー・管理栄養士 
　　　　　　平野實希さん 

もち麦ごはんにする精麦だけで
なく、「もちむぎ茶もすごい」ん
です。カフェインがないので、
子どもから妊婦さん、高齢者の
方まで、安心して飲んでいただ
けます。 

てんめんじゃん とうばんじゃん 



No.322

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

感染症が猛威をふるっています！「インフルエンザ」「ノロウイルス」ご用心！！ 
　こまめな手洗いとマスク着用で　うつさない　うつらない 

 進学や就職でひとり暮らしをはじめる高校生や大学生 
 料理は苦手というあなた 
 毎日の食事作りに困らないように・・・ 
 さあ！料理にチャレンジしてみましょう。 
 

■日時　【第１回目】３月３日（火）１０：００～１３：００ 

　　　　　テーマ　まずは“料理の基本”から学びましょう 

　　　　【第２回目】３月１２日（木）１０：００～１３:００ 

　　　　　テーマ　簡単料理で素早くできる美味しいレシピ 

　　　　　　※参加申込はどちらか1回のみでもOKです。 

■会　場　保健センター　２階　調理実習室 
■対　象　高校生・大学生・社会人（料理にチャレンジしてみ

たい方ならどなたでも） 
■定　員　２０人（先着順） 
■参加費　1回３００円（材料費） 
■持ち物　エプロン・三角巾（バンダナ）・手拭き 
■申込期限　２月２５日（水） 
■申し込み・問い合わせ先　保健センター　食育推進係（内線３６２） 

★
子
宮
頸
が
ん
検
診 

★
乳
が
ん
検
診 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を 

お
持
ち
の
方
へ
　
　 

無
料
で
検
診
が
で
き
る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

日時 

場所 

など 

申込方法 

２月２８日（土） 
１３：３０～１５：３０ 
 
保健センター 

松岡産婦人科
クリニック 
 
※クーポン券
を持って受
診してくだ
さい。 

２月１７日（火） 
　　２３日（月） 
　　２８日（土） 
１３：３０～１５：３０ 
 
保健センター 

姫路市内の指
定医療機関 
 
※事前に予約
して受診し
てください。 

事前に保健セ
ンターへ申し
込んでくださ
い。 

申込の必要は
ありませんが、
開院日時を確
認してくださ
い。 

事前に保健セ
ンターへ申し
込んでくださ
い。 

指定医療機関
は保健センタ
ーへお問い合
わせください。 

子宮頸がん検診 乳がん検診 

集団検診 集団検診 個別検診 個別検診 

２２ 



保健センターだより 

２３ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

Ｈ２６.２月生まれの児 

H２６.１１月生まれの児 

Ｈ２６.１０月生まれの児 

Ｈ２６.４月生まれの児 

H２３.１２・H２４.１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

２/９（月） 

月～金 

２/２４（火） 
 

２/９（月） 
 

２/９（月） 

２/２５（水） 

２/１７（火） 

２/２５（水） 

２/１８（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター2月定例行事予定 

＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・
小児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつけま
しょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

◎腹式呼吸をしましょう 
　おなかに手をあてて、頭の中で「いーち、にー、
さーん」と数えながら、ゆっくり口から息を吐き出
します。次に同じように３秒数えながら、今後は鼻
から息を吸います。これを５
～１０分くらいやってみましょう。
おなかを意識して行うとより
深い呼吸ができます。 
　深呼吸することで、副交感
神経が活性化されてリラック
スできます。 

PartⅠ イライラが 
たまったときに 

思い出してください 

時　　　間 

１１：００～１２：３０ 

１４：３０～１６：００ 

場　　　　所 

福伸電機㈱本社工場 

福崎町役場　　　　 

献血日程　3月4日（水） 

★400ml献血にご協力ください★ 
　２００ml献血は当日の必要数が確保できた時点
で受付を終了し、その後は４００ml献血のみ受付
します。 

献血キャラクター 
「　　　　　　　」 

～みなさんの善意の献血が　 
　　　　尊い命を救います～ 
２０歳の献血キャンペーン実施中 

　
小
学
校
入
学
前
の
健
診
で
、

お
母
さ
ん
方
か
ら
毎
年
こ
ん
な

会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
お
宅
の
お
嬢
さ
ん
、
き
れ
い

な
歯
な
ら
び
ね
。
そ
れ
に
引
き

か
え
、
う
ち
の
娘
は
隙
間
だ
ら
け
で
困
っ
て
し

ま
う
…
」 

　
さ
て
、
そ
の
お
子
さ
ん
の
順
番
に
な
っ
て
、

私
は
歯
を
見
て
「
う
ゎ
〜
、
立
派
な
き
れ
い
な

歯
な
ら
び
や
。
」
と
声
を
か
け
ま
す
。
お
母
さ
ん

は
、
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
で
「
何
の
冗
談

を
？
」
と
い
う
よ
う
す
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
模
型
を
使
っ
て
説
明
を
し
ま
す
。

（
写
真
参
照
） 

　
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
は
乳
歯
、
１
か
ら
５
ま
で
は

永
久
歯
で
す
。
前
歯
の
２
本
の
幅
（
Ａ
と
Ｂ
の

幅
と
１
と
２
の
幅
）
を
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
乳

歯
の
幅
に
比
べ
て
永
久
歯
の
幅
が
広
く
な
っ
て

い
ま
す
。
乳
歯
に
隙
間
が
な
い
と
永
久
歯
が
生

え
る
幅
が
十
分
に
な
く
、
生
え
か
わ
る
と
き
に

重
な
り
合
っ
て
生
え
て
き
た
り
八
重
歯
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
乳
歯
の
隙

間
は
永
久
歯
が
き
れ
い
に
並
ぶ
た
め
に
必
要
な

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
む
し
歯
の
な
い
歯
で

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
顎
の
成
長
を
促

し
、
き
れ
い
な
歯
な
ら
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

永
久
歯
と
の
交
換
期
で
あ
る
小
学
生
の
間
は
保

護
者
の
仕
上
げ
磨
き
を
続
け
て
む
し
歯
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
よ
く
噛
む
習
慣
を
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
な
ら
び
や
、
虫

歯
予
防
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

A

１ ２ 
３ 

４ 
５ 

B C D
E

ＡからＥは乳歯 

１から５は永久歯 

〔下のあごの模型〕 

町のせんせい『健康ひとことコラム』 

乳歯の歯ならび 第9回 

歯科医　大野林四郎　先生 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２６年１２月末現在 

７，３５１世帯 
９，３４３人　 
３３人　 
１５人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５９３人 
１０，２５０人 

５２人 
１６人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

　
１
月
１２
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
と
ふ
る
さ
と
へ

の
誇
り
を
胸
に
、
晴
れ
や
か
な
門
出
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
） 

　
記
念
写
真
は
、
上
段
が
福
崎
東
中
学
校
区
、

下
段
が
福
崎
西
中
学
校
区
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
第
１
回
全
国
妖
怪
造
形
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
一
般
部
門
９１
作
品
、

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
２２
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
も
ち
む
ぎ
の
や
か

た
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。 

    

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】 

　
最
優
秀
作
品
賞
　
小
川
侑
華 

　
優
秀
作
品
賞
　
　
宮
本
菜
奈
未 

 

　
詳
し
く
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://youkaizoukei.tow
n.fukusaki. 

hyogo.jp/index.htm
l

「
天
狗
の
森
の
妖
翁
」
稲
村
彰
彦 

〔一般の部〕 最優秀作品賞 

〔一般の部〕 優秀作品賞 

「
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
天
狗
」 

ホ
カ
リ
タ
ケ
シ 


